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今
回
、
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
総
会

の
会
場
を
提
供
し
た
キ
ン
グ

印
刷
（
福
島
市
）
は
、
昨
年

４
月
に
会
員
と
な
っ
た
。

　

同
社
は
１
９
５
８
年
に
創

業
し
、
福
島
県
を
中
心
に
事

務
用
印
刷
、
商
業
印
刷
で
成

長
し
て
き
た
が
、
２
０
０
０

年
以
降
、
経
営
環
境
が
次
第

に
厳
し
く
な
る
中
、
主
力
の

年
賀
状
印
刷
も
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
。
加
え
て
、
印
刷
機

の
老
朽
化
も
か
な
り
進
ん
で

い
た
。

　

そ
し
て
、
２

０
１
１
年
に
東

日
本
大
震
災
と

福
島
原
発
事
故

が
起
き
た
。
壊

滅
的
な
打
撃
を

受
け
た
同
社

は
、
生
き
残
り
の
た
め
に
会

社
の
方
向
性
を
大
転
換
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　

伊
東
邦
彦
社
長
が
下
し
た

結
論
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷

周
辺
の
小
ロ
ッ
ト
印
刷
に
焦

点
を
当
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
印

刷
会
社
を
顧
客
と
す
る
戦
略

で
あ
っ
た
。
合
わ
せ
て
、
社

員
力
の
向
上
（
自
分
で
考
え

て
行
動
で
き
る
社
員
の
育

成
）
と
環
境
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
（
生
産
現
場
の
改
善
と
顧

客
へ
の
環
境
価
値
の
提
供
）

に
取
り
組
ん
だ
。

　

伊
東
社
長
は
そ
の
変
貌
ぶ

り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話

す
。

　

「
４
年
前
か
ら
会
社
の
建

て
直
し
に
本
格
に
着
手
し
始

め
た
。
そ
れ
ま
で
15
台
あ
っ

た
印
刷
機
を
、
３
年
か
け
て

す
べ
て
廃
棄
し
、
新
た
に
５

台
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ
印
刷
機

に
集
約
し
た
。
環
境
ブ
ラ
ン

ド
を
高
め
る
た
め
、
必
然
的

に
水
な
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ
印

刷
に
も
取
り
組
み
始
め
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
勉
強
し
て

い
る
。

　

当
社
は
ま
だ
商
印
が
ベ
ー

ス
だ
が
、
厚
紙
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
生
産
体
制
に

シ
フ
ト
を
図
っ
て
い
る
。
折

機
の
一
部
を
除
き
、
す
べ
て

の
設
備
は
こ
の
４
年
以
内
に

導
入
し
た
も
の
。
今
年
の
11

月
に
は
専
用
ニ
ス
コ
ー
タ
ー

と
抜
き
の
機
械
も
入
れ
る
予

定
だ
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
に
つ
い
て

も
、
８
割
が
４
年
以
内
に
入

社
し
た
社
員
と
な
っ
て
お

り
、
日
々
成
長
を
見
せ
て
く

れ
て
い
る
」

　

生
産
性
の
低
下
に
つ
な
が

る
小
ロ
ッ
ト
の
仕
事
を
敬
遠

し
が
ち
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷

会
社
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
あ
え
て
小
ロ
ッ
ト
の
仕

事
を
狙
い
に
い
っ
た
戦
略
は

的
中
し
た
。

　

ワ
ン
フ
ロ
ア
の
広
い
工
場

ス
ペ
ー
ス
に
印
刷
機
５
台
と

各
種
加
工
機
が
並
び
、
横
持

ち
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る
な

ど
、
特
化
し
た
生
産
体
制
で

利
益
確
保
に
結
び
つ
け
て
い

る
。
す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ

仕
様
で
の
運
用
も
、
品
質
と

生
産
性
の
両
面
で
高
い
効
果

を
生
ん
で
い
る
。

　

パ
ウ
ダ
ー
だ
け
で
な
く
ゴ

ミ
一
つ
落
ち
て
い
な
い
工
場

内
は
磨
き
抜
か
れ
た
よ
う
に

き
れ
い
だ
。
最
新
の
印
刷
機

と
新
し
い
仕
事
に
向
き
合

い
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
社
員

た
ち
の
心
の
あ
り
方
が
、
工

場
環
境
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ

れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　

水
な
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ
印

刷
に
つ
い
て
は
、
小
森
の
菊

半
裁
機
で
２
０
１
７
年
８
月

か
ら
テ
ス
ト
を
開
始
し
、
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
グ
の
菊
全
機
、

Ｒ
Ｍ
Ｇ
Ｔ
の
Ａ
３
縦
通
し
機

へ
と
展
開
し
て
い
る
。

　

ハ
イ
デ
ル
菊
全
機
で
は
、

菊
判
28
㎏
の
薄
紙
を
、
一
発

見
当
に
よ
り
１
万
６
５
０
０

回
転
で
印
刷
で
き
た
実
績
も

あ
る
。

　

水
な
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ
印

刷
の
運
用
は
ま
だ
ま
だ
学
ぶ

こ
と
が
多
い

が
、
発
生
し
た

す
べ
て
の
不
具

合
は
、
印
刷
物

の
現
物
を
保
管

し
、
そ
の
原
因

と
対
策
が
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
、
情
報
共
有
し
て
い
る
。

　

経
験
の
浅
い
オ
ペ
レ
ー
タ

が
多
い
キ
ン
グ
印
刷
で
は
、

湿
し
水
調
整
の
面
倒
か
ら
解

放
す
る
こ
と
も
水
な
し
印
刷

導
入
の
大
き
な
狙
い
だ
っ
た

が
、
見
当
精
度
の
良
さ
か
ら

く
る
歩
留
ま
り
の
改
善
な
ど

も
あ
り
、
明
ら
か
に
生
産
性

向
上
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
社

員
の
残
業
時
間
に
も
は
っ
き

り
表
れ
て
い
る
。
以
前
は
多

か
っ
た
残
業
も
、
繁
忙
期
の

一
部
を
除
け
ば
、
月
に
数
時

間
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な

く
な
っ
た
。
水
な
し
印
刷
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
良
さ
も

寄
与
し
て
い
る
。

性
イ
ン
キ
は
、
イ
ン
キ
中
に

も
Ｖ
О
Ｃ
発
生
成
分
は
含
ま

れ
な
い
。
ま
た
、
Ｖ
О
Ｃ
フ

リ
ー
の
水
系
洗
浄
剤
を
使
用

で
き
る
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
ラ

ー
洗
浄
時
に
も
Ｖ
О
Ｃ
を
発

生
し
な
い
究
極
の
環
境
対
応

印
刷
と
言
え
る
。

　

実
演
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

グ
の
「
ス
ピ
ー
ド
マ
ス
タ
ー

Ｘ
Ｌ
１
０
５
─
６
＋
Ｌ
Ｘ
＋

Ｕ
Ｖ
」
で
行
い
、
通
常
の
Ｕ

Ｖ
イ
ン
キ
と
同
等
の
性
能
と

作
業
性
が
確
認
で
き
た
。

　

印
刷
後
の
ロ
ー
ラ
ー
洗
浄

時
の
Ｖ
О
Ｃ
濃
度
測
定
で
、

Ｖ
О
Ｃ
フ
リ
ー
の
水
系
洗
浄

液
で
は
、
洗
浄
時
も
洗
浄
前

と
同
じ
45
ｐ
ｐ
ｍ
程
度
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
通
常
の
洗

浄
液
を
使
用
し
た
洗
浄
で

は
、
１
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
以
上

ま
で
上
昇
し
、
見
学
者
か
ら

驚
き
の
声
が
漏
れ
た
。

　

精
英
堂
印
刷
で
は
、
軟
包

装
印
刷
で
の
採
用
を
目
標
に

Ｖ
О
Ｃ
フ
リ
ー
印
刷
の
技
術

開
発
を
進
め
て
い
る
。

　

精
英
堂
印
刷
（
山
形
県
米

沢
市
）
で
は
、
水
系
洗
浄
剤

で
洗
浄
可
能
な
水
な
し
Ｕ
Ｖ

印
刷
の
実
演
・
見
学
会
を
行

っ
た
。
水
溶
性
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ

（
３
Ｗ
イ
ン
キ
）
を
使
用
し

た
世
界
初
の
Ｖ
О
Ｃ
フ
リ
ー

印
刷
の
公
開
と
な
り
、
究
極

の
環
境
対
応
の
効
果
を
Ｖ
О

Ｃ
濃
度
測
定
で
実
証
し
た
。

　

同
社
の
井
上
吉
昭
社
長
は

「
同
業
の
方
々
に
は
、
ぜ
ひ

こ
の
イ
ン
キ
を
使
っ
て
い
た

だ
き
、
普
及
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し

た
。

　

使
用
す
る
３
Ｗ
イ
ン
キ

は
、
Ｔ
＆
Ｋ　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
製

の
「
Ｕ
Ｖ
１
７
１
Ｔ
Ｒ
」

（
今
夏
発
売
に
向
け
準
備

中
）
で
、
東
レ
が
開
発
し
た

親
水
性
ポ
リ
マ
ー
を
主
原
料

と
し
て
い
る
。
フ
レ
キ
ソ
印

刷
や
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
に
お
け

る
水
性
イ
ン
キ
は
、
原
料
に

ア
ル
コ
ー
ル
系
の
Ｖ
О
Ｃ
発

生
原
因
と
な
る
化
学
物
質
が

含
ま
れ
る
の
に
対
し
、
水
溶

　

開
会
に
あ
た
り
田
畠
会
長

は
、
会
員
数
を
増
や
す
た
め

に
も
、
水
な
し
印
刷
の
魅
力

を
今
一
度
見
直
す
こ
と
が
必

要
だ
と
話
し
、
事
業
方
針
を

明
確
に
定
め
て
推
進
し
て
い

く
考
え
を
示
し
た
。

　

事
業
方
針
と
し
て
掲
げ
た

の
は
「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
」。

　

「
Ｗ
」
は
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ

ｅ
ｓ
ｓ
。
水
な
し
の
環
境
優

位
性
を
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
や
エ
コ
プ

ロ
、
低
炭
素
杯
な
ど
の
機
会

を
活
用
し
、
業
界
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
特
に
業

界
外
へ
は
、
環
境
保
全
に
先

進
的
な
企
業
に
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
話
題
づ
く
り
を
行

い
、
水
な
し
印
刷
指
定
の
発

注
に
結
び
つ
け
て
い
く
。
日

本
Ｗ
Ｐ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
能
動
的
な
情
報
発
信
サ
イ

ト
に
変
革
し
て
い
く
。

　

「
Ｉ
」
は
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
。
こ
れ
ま
で
事
業

活
動
を
行
っ
て
き
た
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
、
カ
ー
ボ
ン

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
、
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
次
ぐ
、
新
た
な

革
新
的
サ
ー
ビ
ス
を
模
索
す

る
。
３
Ｗ
イ
ン
キ
（Water 

W
ashable W

aterless UV 
Ink

／
水
洗
浄
Ｕ
Ｖ
イ
ン

キ
）
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
算
定

に
合
わ
せ
た
先
進
的
な
「
全

体
排
出
量
算
出
サ
ー
ビ
ス
」

な
ど
を
検
討
す
る
。

　

「
Ｓ
」
は
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ

ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
。
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ

自
ら
も
宣
言
し
た
国
連
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
の
目
的
に
沿
っ
た
行

動
を
実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
や
技
術
を
通
し

て
、
環
境
保
全
、
持
続
的
な

開
発
な
ど
で
社
会
に
貢
献
し

て
い
く
。

　

「
Ｈ
」
は
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ

ｔ
ｙ
。
全
国
規
模
で
の
セ
ミ

ナ
ー
や
工
場
見
学
会
、
有
志

で
の
懇
親
会
や
ゴ
ル
フ
会
、

有
意
義
な
情
報
提
供
を
実
施

し
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
会
員
向
け

の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
さ
せ
て

い
く
。

　

田
畠
会
長
は
「
１
、
２
年

と
い
う
短
い
期
間
で
は
な

く
、
当
面
の
事
業
方
針
と
し

て
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
計
画
を
作
っ
て
い
き

た
い
。
会
の
活
性
化
の
た
め

に
み
な
さ
ん
の
お
力
を
借
り

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
結
ん

だ
。

　

日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
は
平
成
29
年

度
（
第
８
期
）、
６
月
に
熊

本
市
で
総
会
・
工
場
見
学

会
、
10
月
に
岡
山
市
で
セ
ミ

ナ
ー
・
工
場
見
学
会
を
開
催

し
、
全
国
各
地
の
企
業
と
交

流
を
図
っ
た
ほ
か
、
次
の
よ

う
な
事
業
を
実
施
し
た
。

・「
Ｎ
ｏ
ｎ
─
Ｖ
Ｏ
Ｃ
エ
コ

Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
商
標
登
録

・
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
オ

フ
セ
ッ
ト
量
５
０
０
０
ト
ン

を
達
成
し
、
昨
年
12
月
に
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
大
賞
で

優
秀
賞
受
賞
（
エ
コ
プ
ロ
２

０
１
７
で
表
彰
式
）

・
水
な
し
印
刷
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
ム
ー
ビ
ー
（
印
刷
発
注

者
向
け
／
印
刷
業
界
向
け
）

を
製
作
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
公
開

・
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
７
に
出

展
し
、
エ
コ
カ
ル
タ
大
会
の

開
催
で
バ
タ
フ
ラ
イ
ロ
ゴ
を

訴
求

・
水
な
し
印
刷
と
の
関
連
性

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
を
発
表

　

30
年
度
（
第
９
期
）
は
、

「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
」
の
事
業
方
針

の
も
と
、
事
業
運
営
改
革
を

図
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委

員
会
、
組
織
活
性
化
委
員

会
、
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
委
員
会
の
３

専
門
委
員
会
を
設
置
す
る
。

　

展
示
会
で
は
、
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ

２
０
１
８
（
東
レ
と
共
同
出

展
）、
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
８

に
出
展
す
る
。

　

環
境
省
・
文
部
科
学
省
な

ど
が
後
援
す
る
「
低
炭
素

杯
」
へ
の
協
賛
で
は
、
日
本

Ｗ
Ｐ
Ａ
バ
タ
フ
ラ
イ
優
秀
賞

（
仮
称
）
の
創
設
を
検
討
す

る
。

　

現
在
、「
３
Ｗ
イ
ン
キ
」

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
商
標
登

録
を
申
請
中
。
イ
ン
キ
か
ら

も
洗
浄
液
か
ら
も
Ｖ
Ｏ
Ｃ
発

生
を
抑
え
ら
れ
、
究
極
の
環

境
対
応
印
刷
を
実
現
す
る
３

Ｗ
イ
ン
キ
の
普
及
を
目
指

す
。

　

期
首
の
会
員
数
は
１
３
２

社
（
正
会
員
１
１
４
、
協
賛

会
員
18
）。

　

役
員
改
選
で
は
田
畠
会

長
、
奥
副
会
長
が
留
任
。
小

川
勇
造
事
務
局
長
も
引
き
続

き
務
め
る
。
役
員
は
次
の
と

お
り
。
※
敬
称
略

▽
理
事　

田
畠
久
義
※
会
長

（
久
栄
社
）、
奥
継
雄
※
副

会
長
（
文
星
閣
）、
井
上
賢

治
（
ア
イ
カ
）、
大
森
七
幸

（
ア
イ
ン
ズ
）、
吉
川
昭
二

（
サ
ン
エ
ー
印
刷
）、
中
村

慎
一
郎
（
日
精
ピ
ー
ア
ー

ル
）、
井
上
吉
昭
（
精
英
堂

印
刷
）、
橋
本
光
央
（
橋
本

確
文
堂
）、
福
田
浩
志
（
ウ

エ
マ
ツ
）、
東
條
秀
樹
（
北

東
工
業
）、
池
上
鎌
三
郎

（
フ
ァ
ビ
オ
）、
最
上
啓
一

（
栄
光
舎
）、
松
本
俊
光

（
東
レ
）
▽
監
事　

島
村
博

之
（
六
三
印
刷
）

 

 

３
Ｗ
イ
ン
キ
の
普
及
を
促
進

  

水
な
し
の
環
境
優
位
性
さ
ら
に
周
知

　

一
般
社
団
法
人
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
（
田
畠
久
義
会
長
）
は
、
第
８
期
定
期
総
会
を
６
月
８
日
に
福
島
市
の
キ
ン
グ
印
刷
本

社
で
開
催
し
、
併
せ
て
会
員
企
業
２
社
の
工
場
見
学
会
を
実
施
し
た
。
総
会
の
議
事
を
終
え
た
後
、
５
台
の
印
刷
機
す

べ
て
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ
印
刷
で
運
用
す
る
キ
ン
グ
印
刷
の
工
場
を
見
学
。
さ
ら
に
、
バ
ス
で
山
形
県
米
沢
市
の
精
英
堂

印
刷
に
移
動
し
、
世
界
初
の
Ｖ
О
Ｃ
フ
リ
ー
印
刷
の
実
演
を
見
学
し
た
。
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
は
、
新
た
な
事
業
方
針
と
し
て

「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
」（Waterless/Innovation/Sustainable/Humanity

）
を
制
定
し
、
水
な
し
印
刷
の
環
境
優
位
性
の
周

知
を
さ
ら
に
図
り
な
が
ら
、
会
員
相
互
の
研
鑚
と
社
会
貢
献
を
進
め
て
い
く
。

田畠会長

井上社長

新事業方針「WISH」を掲げ進化日本WPA総会
キング印刷（福島）、精英堂印刷（米沢）で工場見学会

精英堂印刷

世界初のVOCフリー印刷実演
ローラー洗浄時も発生なし

全
台
Ｌ
Ｅ
Ｄ
‐
Ｕ
Ｖ
印
刷
運
用

小
量
パ
ッ
ケ
ー
ジ
特
化
で
再
生

キング印刷

伊東社長

３Ｗインキマーク

清潔そのものの工場が高い品質を生む


